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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として、保育者養成校で「保育内容（表現）」の授業内で演劇表現的内
容を扱う、演劇を専門としない教員用の劇表現指導教材「演劇を専門としない教員のためのウソとホントの狭間
の教育的活用法」を開発した。A5版の52ページの構成で、理論編、実践編、応用編～音楽表現遊びのための準備
活動として～にまとめた。
　実践編は、学生が行った模擬的な劇遊びを実況中継風に掲載し、その土台となる劇遊び体験、ウォームアップ
体験、それらの理論的な背景もまとめることができた。また、それを受けて、「保育内容（表現）」の授業の中
で、演劇的な要素を取り入れた授業展開の成果を応用編としてまとめることができた。

研究成果の概要（英文）：The drama expression instruction teaching materials for the teachers who did
 not specialize in drama as result of this study were developed. There is the title how you utilize
 "an element between a lie and the truth" educationally. It is 52 pages of constitution for A5.
It is comprised of theory, practice, three of the application. The simulated drama play that a 
student went for as practice was placed in the relay from the spot style. And the drama play 
experience to lay the foundation, a warm-up experience, those theoretical scenery were gathered up. 
As application, result of the class development that adopted a dramatic factor was settled in a 
class of "the childcare contents expression".
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　開発した劇表現指導教材は、「保育内容（表現）」やその他関連授業において劇的な要素を活用する際に活か
せることはもちろん、実習指導や保育者・教員・社会人の研修等で劇表現を活用する際の基礎資料となろう。ま
た、他分野でも応用的に活用することで、劇のもつ遊戯性や身体性から生み出される学修に対する主体性や創意
工夫性等を活かす授業展開が望めると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
保育者養成カリキュラムの中に、領域「表現」を扱う必修科目として「保育内容（表現）」及

び「表現指導法」があるが、ともすれば紋切り型の演技を指導し、段取りを追うことだけを徹
底させる形骸的な舞台発表を行う劇的な授業もあるようだが、日常保育の中の劇表現に教育的
な意義を見出し、コミュニケーション力の向上に寄与することに焦点化した授業研究（小林、
2013）1)や幼児の表現活動指導のあり方に焦点を当てた実践事例の紹介がなされている（花輪、
2010) 2)。また、児童健全育成の分野ではあるが、日常的な劇表現に関するプログラム開発や
海外の現状の報告も含めた総合的な研究も行われている（児童表現活動研究会編、1995／指田、
2001）3) 4)。 
国外では英国、豪州、カナダ等を主に、特にアメリカにおいて「クリエィティブ・ドラマテ

ィクス」という名称で、創造性の開発を目的とした劇表現プログラムが 20 世紀初頭から起こ
り、ウォードや弟子のシックスらによって、その理念を受け継いだ多くの教員や保育者が現場
に送り出された（小林、2009）5）。近年ではアジアでも台湾や韓国において演劇が正課として
導入されている。特に台湾では、2001 年に劇を正課として導入するために、音楽や造形を担当
する教員に劇的な研修をさせ、劇的授業も担当できる教員とする試みを教育政策として行った
6）。 
着想に至った経緯であるが、応募者は平成 24～26 年度科学研究費補助金若手研究(B)「保育

者養成における「劇表現指導法」のカリキュラム・モデルと教材の開発」（研究代表者山本直樹）
を現在遂行している。劇的な「保育内容（表現）」に着目し、舞台発表を主目的とせず、日常的
な劇表現で全体を貫いている授業の内容や方法、担当講師に焦点を当てたが、それに対応する
授業は保育者養成校 494 校の中で 16 しかなく、講師も 10 名であることがわかった。むしろ、
音楽や造形等を専門とする表現担当の教員が複合的な「保育内容（表現）」の授業の中で劇的内
容を担当していたり、15 回の「保育内容（表現）」の中で子どもを対象としたオペレッタやミ
ュージカル等の舞台発表をつくり上げるという養成校の方が結果として数倍も多いことがわか
った。もちろん、保育者養成における演劇の専門性の確立は課題の一つであるが、それと同時
に、学生の主体的な表現を引き出し、自己表現に対する肯定感を高めることができるような、
複合的な「保育内容（表現）」の一部分としての劇のあり方、及び舞台発表へとつながる自己表
現的な劇的体験の積み上げ方を提案することも、質の高い保育者養成カリキュラムの構築のた
めに必要ではないかと考えた。 
 
＜引用文献＞ 
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２．研究の目的 
本研究の目的は「保育内容（表現）」の授業の中で、演劇を専門としない教員が劇的要素を意

義深く活用することができるための内容や工夫点、展開方法等を明らかにし、その成果をまと
めた劇表現指導教材として開発することである。これまでの研究は実践的な取り組みや海外の
先駆的理論の紹介を通して、教育や保育における劇の専門性を確立させることに主眼を置いて
いたが、本研究はそれらの研究成果を保育者養成のために再構築し、かつ応用的に活用するこ
とを目指すものである。 
 
 
３．研究の方法 
 保育者養成校における演劇を専門としない教員のための劇表現指導教材の開発を行うために、
１年目は、文献・資料収集と調査を主とし、日本保育学会での劇的な要素に関する研究動向の
調査及び保育者養成校における劇的な授業の開講調査、連携研究者・研究協力者との協議を行
う。２年目は、分析と実地調査を主とし、収集した文献や調査結果の分析を行うと共に、助言
者が行う劇的な「保育内容（表現）」の授業や保育現場での劇的要素を含んだ実践現場の実地調
査を行い、研究成果の中間報告を行う。３年目は、分析、教材化を主とし、実地調査の分析を
行う。４年目は、教材化および教材の試行的活用を行い、研究成果のまとめを主とし、開発し
た教材の修正・報告書の作成・発表を行う。 
 



４．研究成果 
 本研究の成果として演劇を専門としない教員用の劇表現指導教材を開発した。題目は「演劇
を専門としない教員のためのウソとホントの狭間の教育的活用法」である。その対象は、保育
者養成校で「保育内容（表現）」の授業内で演劇表現的内容を扱う教員である。それをふまえて
A5 版の 52 ページの構成で、理論編、実践編、応用編～音楽表現遊びのための準備活動として
～としてまとめた。 
 実践編は、学生が行った模擬的な劇遊びを実況中継風に掲載し、その土台となる劇遊び体験、
ウォームアップ体験、それらの理論的な背景も研究協力者の下川涼子（アートインライフ）の
助力によりまとめることができた。また、それを受けて、同じく研究協力者で音楽表現を専門
とする麓洋介（愛知教育大学）の助力により、「保育内容（表現）」の授業の中で、演劇的な要
素を取り入れた授業展開の成果を応用編としてまとめることができた。 
 教材作成で念頭においたのは、養成校における演劇は、学生の作品創作が中心であるが、今
回は「保育内容（表現）」である。そのため、学生が授業の中で等身大の表現をしたり、ごっこ
遊びのようなイメージの世界の中で無我夢中に遊んだり、そして幼児に対する指導の手がかり
を得る際の指導補助となるようにすることである。 
 特に重視したのは、教材の題目にも含めたが、イメージの要素である。想像、ごっこ、ファ
ンタジー、空想や妄想等、いろいろな言葉で言い換えられるが、演劇的に言えば、嘘と本当の
間にある「虚」の要素である。本研究では、虚の状況をよい意味で活用を一つの結論とした。
虚の世界で得た経験を現実に生かすことが、教育としての演劇のあり方ではないかと考えられ
る。近松門左衛門の「虚実皮膜論」においては、「虚」という言葉に「うそ」というルビを当て
て、以下のように説明がなされている。「芸といふものは実と虚（うそ）との皮膜（ひにく）の
間にあるもの也。……虚にして虚にあらず，実にして実にあらず，この間に慰が有たもの也」7）
ここでいう「皮膜（ひにく）の間にあるもの」とは、客観的に言えば本当ではないが、だから
と言って全くの嘘偽りのデタラメとも言い難いものを指す。演劇は、本当でも嘘でもない、そ
の中間の「虚」を当事者達が共有していることが成立条件であり、教材にもその点を意識的に
盛り込んだ。 
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